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地域医療支援病院・救命救急センター 

地域周産期母子医療センター 

災害拠点病院・災害拠点精神科病院 

滋賀県地域がん診療連携支援病院 

滋賀県基幹原子力災害拠点病院 

長浜赤十字病院 地域医療連携課 

〒５２６－８５８５ 滋賀県長浜市宮前町１４－７ 

ＴＥＬ  ０７４９－６８－３３１４   

ＦＡＸ  ０７４９－６８－３３１５ 

秋晴の候、まだまだ暑い日が続いておりますが、秋の気配もそこまでやって来ているようですね。 

平素より当院の地域連携に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

診断だけじゃない放射線科 ― IVR で広がる治療の選択

肢 
放射線科といえば、CTやMRIの検査やその読影をイメージされる先生が多いのではな 

いでしょうか。もちろんそれは私たち放射線科の大切な役割ですが、実はもう一つ大き 

な強みがあります。それがIVR（画像ガイド下治療）です。 

IVR（Interventional Radiology）とは、エコーやCT、X線透視といった画像を使い 

ながら行う検査・治療で、体への負担が少ないのが特徴です。大きな手術をせずに治療 

できるケースも多く、患者さんにとってやさしい検査・治療法といえます。 

例えば骨や肺など超音波の届かないケースや体表から深い腫瘍ではCTガイド下で生検 

を行い、診断に結びつけています（図１）。また消化管出血や外傷による出血では、カテーテルで血管を

塞いで止血することが可能です（図２）。さらに、内臓動脈瘤に対しては金属コイルで塞栓し破裂を予

防、肝膿瘍や腹腔内膿瘍にはドレナージ術で感染をコントロールしています。いずれも大きな手術に比べ

て低侵襲で、患者さんの負担軽減にもつながっています。 

当院では毎週水曜日の午前に「IVR外来」を行っています。生検や血管内治療、ドレナージなどについて

「この患者さんはIVRで治療できるかな？」といったご相談も大歓迎です。まずはお気軽にお問い合わせ、

ご紹介いただければと思います。 

放射線科は「画像診断・放射線治療・IVR」の三本柱で、地域の先生方と一緒に患者さんを支えていきた

いと考えています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

放射線科部長 
大田 信一 

【 図１】 

左肺尖レベルの軟部組織に PET-CT で集積を認めた。 

腹臥位で CT ガイド下で生検を行い、リンパ腫と診断 

された。 

【 図 2】 

左内腸骨動脈造影で腸腰動脈からの活動性出血を認め

た。コイルと液体塞栓物質にて止血を行った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 19 回 地域医療意見交換会開催のお知らせ 

日頃は、地域医療連携に関しましてご協力いただきありがとうございます。 

今年は下記の日程で意見交換会を予定しております。お忙しいとは思いますが、是非ご参加いただきます

ようお願いいたします。 
 

〇日時 ： 11 月 15 日（土） 午後 4 時～午後 8 時 

〇場所 ： 北びわこホテルグラツィエ 

〇内容 ： 第 1 部 講演会 「人生 100 年時代を生きる」～大切な人たち・思い出とともに～ 

第 2 部 意見交換会（親睦会） 

 

臨床工学技士の紹介 

臨床工学技術課では、医療機器のスペシャリストとして、多種多様な医療機器 

の管理を行っています。昨年導入されたマイクロ顕微鏡は、ナビゲーションシス 

テムと連動するなど、手術においてより安全で正確なアプローチが可能となりま 

した。 

手術支援ロボット「ダビンチ」も 2 台目に更新され、年々高度で複雑な機器 

が導入される中、医療機器の正確な動作と安全な運用は、患者さんの治療成果に 

直結するため、ダビンチやナビゲーション機器を含む全ての医療機器を、万全 

の管理体制で運用し、信頼性の高い医療提供を実現しています。 

また、院外においては、在宅療養中の患者さんが、安全かつ安定して栄養管理 

が継続できるよう、栄養ポンプ導入時の操作説明、使用中のトラブル対応など、臨床工学技士が連携し、

サポート体制を整えています。 

ペースメーカーを挿入された患者さんには、医療機器が正しく機能してい

るかを、遠隔モニタリングで支え、ご自宅でも安心して医療を受けられる環

境づくりにも取り組んでいます。院内には、様々なメーカーのプログラマを

設置していますので、常時、ペースメーカーのチェックをさせて頂く事も可

能となっています。 

私たちは、日々の管理こそが、安全医療の第一歩と考え、「誰かがやる」

ではなく、「私が担う」という意識で、患者さん一人ひとりの状況に応じて、

確かな知識と責任感をもって管理を行い、医療機器全般の安全管理に努めて

います。 

第 113 回 消化器カンファレンス開催のお知らせ 

当院で治療させていただいた消化器疾患の診断、治療、病理を各々の専門科医師が集まって検討する会です。

また、お困りの症例がありましたら是非、御供覧ください。 
 

〇日時：令和 7 年 10 月 30 日(木) 18 時 00 分～ 

〇場所：長浜赤十字病院 2 号館 5 階 大会議室南 
 

       お問い合わせ：長浜赤十字病院 外科部長 谷口 正展、医局秘書 東畑 
 

※ 日本医師会生涯教育制度 CC15：臨床問題解決のプロセス（1.5 単位）申請中 

臨床工学技術課長 中川 輝彦 


